
北海道函館聾学校（令和６年７月９日作成）

小学部では７月２日火曜日に自然体
験学習を行いました。昨年度の農業（田
植え、稲刈り、おにぎりづくり）に続
いて、今年度の自然体験学習のテーマ
は漁業。
入舟漁港では、漁師の熊木さんから、

陸あげしている船に乗せていただき、
魚を捕る船やウニを捕る船を見学させ
てもらいました。そして、ウニを捕る
道具を使う難しさや、一人で操船する
ための「かい」（オールのようなもの）
をあやつる難しさなどを感じることが
できました。ウニを捕る道具は、とて

も長くて水中をのぞくための箱めがね
をのぞきながら一つ一つウニを取ると
いう説明を受けました。
子どもたちが、実際に漁港に行き、

潮風を感じながら船に触れたり、漁具
に触れたりする体験を通して、海や漁
業を身近に感じることができました。
次に魚の加工場と売店がある「福田

海産」というお店に移動しました。

魚についての話を聞き、ホシザメとい
うサメを触って「鮫肌」を実感した後、
サメの解体ショーを見ました。みんな
積極的に体験したり質問したりしてい
る姿が印象的でした。また、ほっけの
すり身ハンバーグを作り、自分で作っ
たハンバーグを食べたり、サメのフラ
イなどのサメ料理を食べたりすること
ができました。おいしかったようです。



さらに、海の生き物に触れる体験をさせていただきました。また、魚の歌の生
演奏を聴かせてもらい、みんなで盛り上
がりました。「さめさめ～さめさめ～♪」

この自然体験学習を通じて子どもたちは、函館ならではの海を身近に感じる多
くの学びを得ることができました。経験したことは子どもたちの記憶や肌感覚に
残る実体験として今後の学習に生かします。本当にありがとうございました！



【函館新聞記事 令和６年７月６日】

【道新記事 令和６年７月１７日】


